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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究では、細胞膜に分子を挿入して細胞機能を化学的に修飾するための新規な分子材料を開発

し、そのための分子材料設計における重要な指針を与えたものであり、超分子材料工学上、価値あ

る業績である。よって本論文は、博士(工学)の学位論文に値すると認める。 

 

 

 

 


